
○平成 29 年度 2 月 和歌山県議会定例会（関連部分抜粋） 

 

(平成３０年３月９日 予算特別委員会) 

【奥村委員 質問（日本共産党県議団）】 

ＩＲに関する予算の内容、現在の取り組み状況及び県民合意の進め方如何。 

 

【企画部長 回答】 

○平成３０年度予算に計上している県勢活性化企画調整事業について 

本事業では、本県へのＩＲ誘致実現に向けて、関係自治体や経済界等と連携した誘致活動や調査・

検討を実施する。具体的には、ＩＲの施設構成や地元との連携策の考え方などを示す民間事業者か

らのコンセプト募集及び新たなインフラ整備の必要性や渋滞緩和策などの検討を行うための交通ア

クセス調査等を実施する。これらの取組は、最終的に県が作成するＩＲ区域整備計画に必要不可欠

なものであり、国への計画提出スケジュールを鑑みると、平成３０年度に実施する必要がある。 

 

〇現在の取組状況及び県民合意の進め方について 

これまでも、海外の主要なＩＲ事業者が集まるフォーラムへの参加、和歌山ＩＲ推進協議会の設

立、ＩＲ事業者に対する積極的な接触など、前向きな誘致活動に取り組んできた。去る１月１５日

にはＩＲシンポジウムを開催し、地方型ＩＲの必要性や有用性、和歌山の目指すべきＩＲの姿など

について、講演やパネルディスカッションを行い、約３００名の県民、事業者の皆様にご参加いた

だいたところ。今後も継続的にこういった取組を行い、ＩＲに関する正確な情報の提供を通じて、

県民の理解を深めていきたい。また、昨年８月に国のＩＲ推進会議が取りまとめた方向性において

は、地元での合意形成に向けた仕組みが示されており、本県においても国の方向性に沿った取組を

行うこととしている。現在、政府において検討されているＩＲ実施に向けた制度や対策の内容に注

視しつつ、他の誘致自治体の動きに遅れることの無いよう、ＩＲ誘致実現に向けて引き続き積極的

に取り組んでいく。 

  

【奥村委員 質問】 

 積極的にＩＲ誘致に取り組んでいくとのことだが、候補地はどこで、何ヶ所か。 

 

【企画部長 回答】 

県としては当初、旧白浜空港跡地、コスモパーク加太、マリーナシティの３ヶ所を候補として誘

致を進めてきたが、事業者・関係者と協議する中で、どの事業者もマリーナシティが最適という回



答だったため、昨年からマリーナシティを最優先に誘致を進めていくことを決定したところ。 

 

【奥村委員 質問】 

今年度の予算の中でトーマツと１千万円の契約をされているが、３月末に出てくる報告書に関す

る報告はいつされるのか。 

 

【企画部長 回答】 

現在委託しているトーマツの調査は、県の基本構想を作るための基礎調査である。トーマツで基

本計画や基本構想をすべて作るのではなく、県が基本構想を作成するにあたり必要なデータや世界

の情勢などを整理していただく。トーマツからの報告を受けて、県の基本構想をまとめることにな

る。 

 

【奥村委員 質問】 

基本構想のベースになる基礎調査の結果が出ていないのでまだ分からないが、契約金で１千万円

を使っている。「県民市民への理解を深めていきたい」とのことなので、報告書など節々の情報も

きっちりお示しになられるということでよろしいか。 

 

【企画部長 答弁】 

トーマツに委託しているのはあくまでも基礎調査である。それを受けて、県がそのデータを整理

し、基本構想を作成する。その基本構想を県民にお示しし、県が考えているＩＲとはこういうもの

で、誘致したい、というような形で説明していきたい。 

 

【奥村委員 質問】 

 地元での合意形成に向けた取組について。２年前から県は、誘致する方向で話を進めているが、

どのように県民との合意形成を図っていくのか。 

 

【企画部長 回答】 

 現在議論されているＩＲ実施法案が出てから、さらに詳細なことが決まっていくことになるが、

こうした情報を全て県民の方に提供する。 

 今後、何度もシンポジウム等を開催し、県としてどうしていくかを丁寧に説明する機会をつく

り、県民理解を求めていきたいと考えている。 

 最終的には、市町村はもちろん、県議会の同意を得ることが必要になる。そういった手続きを



きちんと踏んでいきたい。 

 

【奥村委員 質問】 

カジノ解禁法案が国会で議論された際、カジノ誘致に反対の声もあったかと思う。2016 年 12 月

の共同通信のアンケートだけでなく、和歌山市が実施したアンケートでも｢反対｣が 28.5％、｢どち

らかと言えば反対｣が 19/3％あった。そんな状況の中、着々と誘致の方向に進めているのは問題だ

と思う。 

将来、良かったと思える街づくりを考えるうえで、説明をするということではなく、カジノを含

む街づくりについて県民にまずしっかり意見を聞くべきではないか。観光立国推進基本法の理念は

「住んで良し訪れて良し」というものだが、刑法違反の賭博を区域指定して解禁するのがカジノ・

ＩＲだと私は理解しているので、カジノで街づくり・観光振興・活性化というのは良くないと考え

ている。こういった声があることも踏まえ、十分意見を聞いていただくことをお願いする。 

 


